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2……児童虐待を防ぐ、サービス付き高齢者向け住宅
3～7……市議会だより
8……秋の全国火災予防運動、国津の杜の行事

　桔梗が丘が造成されて 50 年が経ち、少
子高齢化が進み、空き家や商店街の空き店
舗が増えてきました。「若い世代が桔梗が
丘に住んでほしい」と、この事業に大いに
期待しています。これからも、住みよいま
ちを目指して住民の皆さんとともにまちづ
くりを進めていきます。

空
き
家
の
活
用

子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

桔
梗
が
丘
住
宅
団
地
は
、
市
内
で
最

も
早
く
昭
和
38
年
に
造
成
さ
れ
、現
在
、

高
齢
化
率
は
36
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

桔
梗
が
丘
西
を
除
く
、
桔
梗
が
丘
と
桔

梗
が
丘
南
地
区
は
、
約
５
６
０
０
戸
の

う
ち
、
空
き
家
が
３
３
８
戸
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

人
口
の
減
少
が
続
け
ば
、
空
き
家
は
今

後
も
増
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の

問
題
は
、
名
張
市
だ
け
で
は
な
く
、
全

国
的
な
社
会
問
題
で
す
。

増
え
て
い
く
空
き
家
を
活
用
し
て
、

子
育
て
世
代
が
住
む
よ
う
に
な
れ
ば
、

賑
わ
い
と
活
気
が
出
て
く
る
は
ず
で
す
。

住
宅
団
地
の
戸
建
住
宅
な
ど
に
お
け

る
空
き
家
を
改
修
し
て
、再
流
通
さ
せ
、

若
い
子
育
て
世
代
な
ど
へ
の
売
却
・
賃

貸
化
を
促
進
す
る
国
土
交
通
省
の
「
住

成
熟
し
た
ま
ち

空
き
家
の
現
状
と
課
題

宅
団
地
型
既
存
住
宅
流
通
促
進
モ
デ
ル

事
業
」
に
桔
梗
が
丘
（
桔
梗
が
丘
・
桔

梗
が
丘
南
）
住
宅
団
地
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
事
業
に
、
市
内
の
企
業
や

地
域
づ
く
り
組
織
の
代
表
者
で
つ
く
る

「
名
張
中
古
住
宅
流
通
促
進
協
議
会
」

が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
空
き
家
を
リ
フ
ォ

ー
ム
す
る
場
合
、
協
議
会
を
通
じ
て

１
０
０
万
円
を
上
限
に
補
助
が
出
る
仕

組
み
。若
い
子
育
て
世
代
が
無
理
な
く
、

子
育
て
に
適
し
た
広
い
家
を
安
く
購
入

で
き
る
と
あ
っ
て
、
若
い
世
代
を
地
域

に
呼
び
込
む
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
協
議
会
で
は
、
地
域
づ
く
り

組
織
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
、
空

き
家
の
実
態
調
査
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
来
春

ま
で
に
希
望
者
が
入
居
で
き
る
よ
う
に

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

市
は
、
空
き
家
の
解
消
と
人
口
の
減

少
を
食
い
止
め
た
い
と
い
う
施
策
と
合

致
す
る
た
め
、
こ
の
事
業
の
推
進
に
協

力
し
て
い
き
ま
す
。

空
き
家
の
改
修
を
補
助

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る

名張中古住宅流通促進協議会
会長　森 孝司 さん

住宅診断・リフォームの流れ

リフォーム工事費用

100万円上限 ※総額の 1/3 まで

1. 事業の利用検討 

( リフォーム瑕疵保険加入
　業者による工事 )

　お持ちの家を「売ろうか？」
「貸そうか？」と考えている
人は、まず、　
　　　　　　　　　　　　
  
2. 住宅診断 

　診断結果に基づき「リフォ
ーム工事」

　補助金の受け取り、賃貸・
売買の成立

桔梗が丘自治連合協議会
会長　辻森 保蔵 さん

　事業の採択を受けて、アンケート調査を
実施していますが、すでに多くの人から期
待する声をいただいています。
　私たちも適正な事業運営をしながら、桔
梗が丘地域をはじめ名張市全体を活性化で
きるよう、その一役を担わせていただきた
いと思います。

　事業に期待し、まちづくりを進める 　まちの活性化の一役を担う

　専門の検査事業者が、住宅
の基礎、床、柱などを診断し
ます。（診断費用 上限10万円／戸）
3. リフォーム工事 

4. 完成、売買成立 

耐震改修工事、防水工事、バリアフリー工事、省エネル
ギー改修工事のいずれかを含むもの

※リフォーム工事は購入者が行うことも可能。
ただし、売買成立前に事前申請が必要

名張中古住宅流通促進協議会

事業について詳しくは、名張中古住宅流通促進協議会まで　  41‐0800　　ホームページ　http://nabari-cjr.com/　をご覧ください。
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 41‐0800へご相談を

人
口
が
減
り
、高
齢
化
が
進
み
、空
き
家
が
増
え
る
。

こ
れ
は
、
名
張
市
だ
け
で
な
く
全
国
的
に
起
き
て
い

る
問
題
で
す
。

空
き
家
の
持
ち
主
に
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
を
補
助
し
、

若
い
子
育
て
世
代
な
ど
へ
売
却
を
促
す
国
の
「
住
宅

団
地
型
既
存
住
宅
流
通
促
進
モ
デ
ル
事
業
」
に
、
桔

梗
が
丘
住
宅
団
地
が
対
象
地
域
と
し
て
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
名
張
中
古
住
宅
流
通
促
進
協
議
会
が
主
体
と

な
り
、
今
年
度
か
ら
２
年
間
事
業
を
進
め
ま
す
。

「
名
張
に
来
て
も
ら
い
、
定
住
し
て
も
ら
う
」
そ
の

一
つ
の
手
段
と
し
て
、ま
た
、ま
ち
の
活
性
化
の
た
め
、

市
も
事
業
に
協
力
を
し
て
い
き
ま
す
。
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10‐3号掲載「名張の旬をお届けします！とれたて名張交流館」について　▼生産者の顔が見えるので、安心、安全な野菜が買えるのでいいですね。　
　▼とれなばで、もっと特徴のあるものが有れば良いと思います。　▼とれなばのイベント情報は定期的に広報で掲載して欲しいです。　

広報メールサポーターから…
読者の声

　ネットショップやSNSの活用術を学んで就職・
商売に生かしてみませんか？
日時　11月25日火 、12月1日月
　　午前9時30分～午後4時30分(休憩1時間）
場所　産業振興センターアスピア(南町）
定員　35人　※先着順　　◎受講無料
申込　前日までに住所、氏名、年齢を記入し、ファ
クスで問い合わせ先へ (電話やメールも可）
 名張市雇用創造協議会　  63‐2143

　  64‐8100　  info@nabari-koyou.jp
※ほかにもさまざまな講座を開催中。詳しくは、
　  http://www.nabari-koyou.jp/　まで

「インターネットをビジネスに
活用しよう講座」　受講者募集

日時　12月10日水・11日木 
 　【午前の部】 9時～
 　【午後の部】 １時３０分～
場所　農業研修センター（蔵持町芝出）
定員　各部１６人　※応募多数の場合抽選
参加費　７５０円（材料費含む）
申込　11月10日月(当日消印有効）までに、往復
はがきに「こんにゃく作り希望」、希望日時、住
所、氏名、年齢、電話番号を書いて農業研修セ
ンター(〒518-0751蔵持町芝出6）へ

※連名不可　
 農業研修センター　  63‐7129

田舎の味のおばあちゃん講座
自家製こんにゃく作り受講者募集

おせち料理を作りませんか？
武道交流館いきいき自主事業

日時　12月8日月 午前10時～午後１時
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
講師　秦 佐知子さん(名張近鉄ガス専属講師）
定員　12人 ※先着順  
参加費　2,000円
　　　（材料費含む）
申込　11月5日水以降
に、武道交流館いき
いき備え付けの申込
用紙に必要事項を記
入し、参加料を添えて同窓口へ　
 武道交流館いきいき　  62‐4141

 

子
ど
も
家
庭
室　
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名
張
市
家
庭
児
童
相
談
室
（
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
内
）
で
は
、
電

話
や
面
談
に
よ
る
子
育
て
や
家
庭
で
の

悩
み
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
そ

の
件
数
は
平
成
25
年
度
で
３
５
８
件（
延

べ
１
０
３
９
件
）
に
な
り
ま
す
。
そ
の

中
で
虐
待
の
相
談
件
数
・
通
告
件
数
は

１
６
４
件
に
な
っ
て
お
り
、
平
成
24
年

度
の
約
１・
６
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
８
月
末
で
虐
待
の
相
談
件
数
・

通
告
件
数
は
１
４
６
件
と
な
っ
て
い
て

増
加
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
児
童
虐
待
の
早
期
発
見

と
適
切
な
保
護
お
よ
び
保
護
者
を
含
め

た
適
切
な
支
援
を
行
な
う
た
め
、
名
張

市
要
保
護
児
童
対
策
お
よ
び
Ｄ
Ｖ
対
策

地
域
協
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
各

団
体
が
連
携
し
て
定
期
的
な
情
報
交
換
、

啓
発
活
動
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

虐
待
は
家
庭
内
で
発
生
す
る
こ
と
が

多
く
、
発
見
は
非
常
に
難
し
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
は

子
ど
も
が
発
信
す
る
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
日
ご
ろ

か
ら
の
声
掛
け
が
地
域
の
子
ど
も
の
安

全
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

も
し
近
隣
で
子
ど
も
の
泣
き
声
が
た

び
た
び
す
る
、
親
の
怒
鳴
り
声
を
よ
く

聞
く
、
子
ど
も
へ
の
親
の
対
応
や
言
動

が
気
に
な
る
と
き
な
ど
は
、
地
域
の
民

生
委
員
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
、

名
張
市
家
庭
児
童
相
談
室
、
伊
賀
児
童

相
談
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、情
報
提
供
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
保
証
さ
れ
ま
す
の
で
、
近
所
付
き
合

い
が
悪
く
な
る
な
ど
の
心
配
を
せ
ず
、

子
ど
も
の
安
全
を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
情
報
提
供
が
、
子
ど
も
の

命
を
救
う
ば
か
り
で
な
く
、
苦
し
ん
で

い
る
親
も
救
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
す
。

　児
童
虐
待
と
は
、
親
（
養
育
者
）
が
子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ

け
健
や
か
な
成
長
、
発
達
を
損
な
う
行
為
で
あ
り
、
子
ど
も
の

人
権
を
著
し
く
侵
害
し
、
生
命
ま
で
も
脅
か
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
今
年
に
入
っ
て
も
、
痛
ま
し
い
児
童
虐
待
が
多
発
し
、
重

大
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　発
見
が
難
し
い
と
い
わ
れ
る
児
童
虐
待
の
予
防
・
早
期
発
見

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

児
童
虐
待
の
現
状
と

地
域
で
支
え
る
子
ど
も
の
安
全

●家庭児童相談室　  63‐2515
　月～金曜日（午前8時30分～午後5時）
●伊賀児童相談所　  24‐8060
　月～金曜日（午前8時30分～午後5時15分）
●全国共通ダイヤル　  0570‐064‐000　
　※相談受付は祝日・年末年始を除く

虐待に関する相談先

児
童
虐
待
を
防
ぐ

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　サービス付き高齢者向け住宅は、高齢者が安心して生活できる住まいづくりを推進するために、
創設された住宅です。居室の広さや設備、バリアフリーといったハード面とケアの専門家による安
否確認や生活相談サービスを提供することなどにより、高齢者が安心して暮らすことができる環境
を整えています。またその住宅に関する情報がホームページ※で公開されています。入居には介
護保険認定の有無は問いません。市内には3カ所の住宅（事業所）があります。料金など詳しくは
直接事業者へ　　※サービス付き高齢者向け住宅　https://www.satsuki-jutaku.jp/index.php

１１月１１日は介護の日　高齢者単身・夫婦世帯が安心して居住できる賃貸の住まい

サービス付き高齢者向け住宅  高齢・障害支援室　  63‐7599

■市内のサービス付き高齢者向け住宅【住宅名・戸数／家賃（月額）／電話番号】　　▼憩いの里名張ケアホーム（桜ヶ丘）・60戸／ 66,000 円～／ 64‐3838　　
　　▼憩いの里鴻之台ケアホーム（鴻之台）・80戸／ 69,000 円～／ 48‐6735　　▼ふるさとの家（滝之原）・13戸／ 50,000 円～／ 68‐9545　
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なばり市議会だより
平成26年11月

市議会の動きをコンパクトにまとめてお伝えします。今号は　　　　　　　　　　　　　　の定例会をクローズアップ6 月    9 月   12 月　3 月

新体制がスタート

(上段左から)　   阪本 忠幸、田北 利治、柏 元三、山下 登、足立 淑絵
(中段左から)　　常俊 朋子、豊岡 千代子、浦﨑 陽介、森脇 和德、幸松 孝太郎、森岡 秀之、富田 真由美
(下段左から)　　三原 淳子、福田 博行、永岡 禎（監査委員）、吉住 美智子（議長）、𠮷田 正己（副議長）、柳生 大輔、川合 滋、細矢 一宏

　【就任あいさつ】
　　　このたび、去る 9月 8日に行われた役員選挙におきまして、議員の
皆様の信任をいただき、議長を務めさせていただくことになりました。
　私たち、地方議会の果たす役割と責任は大変重要になってきている
ことから、引き続き、政策提言能力の強化や、議員の資質向上に取り
組んでまいります。
　平成 24 年 8 月に設置された議会改革検討委員会の答申に沿って、
議会改革を進めてまいりましたが、今後も広報広聴機能の強化を図る
ため、議会報告会や、IT化の推進などに全力で取り組んでまいります。
  また、名張市議会の女性議員の比率は、県下１位であり、男性議員
と女性議員の総合力を生かし、市民に分かりやすい議会運営に努めて
まいる決意です。
　皆様のなお一層のご理解とご協力を賜りますようよろしくお願いい
たします。　　　　　　　　　　    　　　　名張市議会議長　　吉住　美智子　

　＜議長選挙＞　    吉住 美智子 議員…15票 ( 当選 )　
　＜副議長選挙＞ 　𠮷田 正己 議員…指名推薦により選出  （候補者 1人）

　 選挙結果 

　平成２６年９月８日に市議会の正副議長選挙を行
い、議長に吉住美智子議員、副議長には𠮷田正己議
員が選出されました。

歴代 2人目の女性議長誕生
員が選出されました。

第 66代 副議長
𠮷田 正己

第64代 議長
吉住 美智子
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都
市
整
備
部
に
お
け
る
一
連
の

不
正
支
出
に
つ
い
て
は
、
誠
に

遺
憾
だ
。
早
期
に
事
件
の
全
容

解
明
を
求
め
る
。
市
の
被
っ
た

損
害
に
つ
い
て
は
、
刑
事
責
任

と
損
害
金
の
回
復
を
求
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
再
発

防
止
に
向
け
て
、
一
層
厳
格
な

内
部
統
制
の
確
立
と
法
令
順
守

が
必
要
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
事
件
が
発
生
し
、

誠
に
申
し
訳
な
く
思
う
。
今
後

は
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
不
正

の
根
絶
に
努
め
て
い
く
。
引
き

続
き
、
警
察
の
捜
査
に
全
面
的

に
協
力
を
す
る
と
と
も
に
、
顧

問
弁
護
士
と
も
相
談
を
し
な
が

ら
対
応
を
考
え
る
。

名
張
市
で
は
、
平
成
24
年
３
月

に
、
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
、
同
年

９
月
、
区
長
な
ど
を
通
じ
て
全

戸
配
布
さ
れ
た
。
そ
こ
に
使
用

さ
れ
て
い
る
情
報
は
、
い
つ
、

ど
こ
か
ら
提
供
さ
れ
た
の
か
。

今
後
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見

直
す
予
定
は
あ
る
の
か
。

土
砂
災
害
危
険
箇
所
は
三
重
県

よ
り
、
浸
水
予
想
区
域
は
木
津
川

上
流
河
川
事
務
所
よ
り
14
年
に

提
供
さ
れ
た
。
24
年
に
は
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
を
三
重
県
が

指
定
し
た
。
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
見
直
し
を
考
え
て
お
り
、
地

震
に
関
す
る
情
報
、
市
内
す
べ

て
の
避
難
所
を
掲
載
し
、
今
年

度
中
に
作
成
を
予
定
し
て
い
る
。

253億
3,546万円

市税
96億6,012万円
　38.1%

地方交付税
38億757万円
15.0%

国庫支出金
35億616万円
13.8%

県支出金
18億4,182万円
7.3%

譲与税・交付金
13億999万円 5.2%

市の借金
29億
9,890万円
 11.8%

市の借金
29億
9,890万円
 11.8%

委託・使用料・補修費
29億9,191万円
12.0%

福祉費（扶助費）
55億8,321万円
22.3%

補助・交付金など
34億5,215万円

13.8%

建設・整備費・負担金など
22億3,442万円 8.9%

他会計繰出・積立・予備
・支出金など
22億1,589万円 8.9%

借入金返済
31億6,909万円
　12.7%

地方交付税
38億757万円
15.0%

国庫支出金
35億616万円
13.8%

※地方交付税…市が自由に
　使える国からのお金
※国庫支出金・県支出金…使い道
　が定められた国・県からのお金

県支出金
18億4,182万円
7.3%

譲与税・交付金
13億999万円 5.2%

諸・財産収入・負担金・使用料
14億8,008万円 5.8%

基金・他会計繰入金・繰越金
7億3,082万円　2.9％

委託・使用料・補修費
29億9,191万円
12.0%

福祉費（扶助費）
55億8,321万円
22.3%

補助・交付金など
34億5,215万円

13.8%

建設・整備費・負担金など
22億3,442万円 8.9%

他会計繰出・積立・予備
・支出金など
22億1,589万円 8.9%

借入金返済
31億6,909万円
　12.7%

人件費
53億5,359万円
21.4%

　支　出

収　入

250億
　27万円

平
成
26
年
９
月
定
例
会

平
成
25
年
度
決
算
を
含
む
29
議
案
を
可
決

　
９
月
定
例
会
（
第
３
６
２
回
）
は
、

９
月
19
日
開
会
、
10
月
14
日
閉
会
の
26

日
間
の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。
提
出
さ

れ
た
議
案
は
、
条
例
制
定
５
件
、
条
例

改
正
５
件
、
一
般
議
案
１
件
、
平
成
26

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
補
正
予

算
３
件
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
認
定
10

件
、
意
見
書
提
出
に
か
か
る
議
員
提
出

議
案
５
件
の
計
29
議
案
お
よ
び
請
願
５

件
で
、
こ
れ
ら
の
議
案
は
本
会
議
・
決

算
特
別
委
員
会
・
常
任
委
員
会
で
審
議

し
、
29
議
案
を
可
決
、
請
願
５
件
を
採

択
し
ま
し
た
。
３
日
間
の
一
般
質
問
で

は
、
９
議
員
が
登
壇
し
市
政
全
般
に
わ

た
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

AQ＆ 9 議員の質問と、市長などの答弁をご紹介します（一部抜粋）。
掲載内容は議員から提出された原文を尊重して、編集しています。 一般質問

※表示単位未満を四捨五入にしているため、合計が合わない場合があります。

平成25年度決算一般会計 決算額内訳

　平成25年度一般会計の決算は、歳入（収入）総額253億
3,546万円、歳出（支出）総額250億27万円。
　特別会計の決算は、全7会計を総計すると、歳入総額183億
3,642万円、歳出総額177億9,263万円。

　補正予算は、一般会
計で 2 億 3,810 万円
の増額補正を行い、増

額後の平成 26年度一般会計予算
総額は266 億 1,590万円となり
ました。また、国民健康保険特別
会計では5,363万円の増額、介
護保険特別会計では1億 440万
円の増額となりました。

補正予算

決 算

認
定

● 

行
政
・
防
災

森
脇 

和
德 

議
員

足
立 

淑
絵 

議
員

心
風
会

清
風
ク
ラ
ブ

不
正
支
出
事
件

防
災
マ
ッ
プ
の
取
組
み

Q

Q

再
発
の
防
止
に
努
め
る

今
年
度
中
の
更
新
予
定

A

A
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Ａ
Ｅ
Ｄ
（
※
）
に
つ
い
て
は
、

設
置
を
市
内
主
要
施
設
に
増
や

し
て
い
る
が
、
活
用
が
増
え
て

い
な
い
。
救
え
る
命
を
救
う
た

め
、
24
時
間
３
６
５
日
利
用
で

き
る
コ
ン
ビ
ニ
全
店
へ
の
設
置

を
要
望
す
る
。

過
去
３
年
間
の
救
急
車
到
着
前

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
活
用
実
績
は
、
心
肺

停
止
状
態
２
４
９
件
に
対
し
、

わ
ず
か
１
件
に
止
ま
っ
て
い
る
。

全
コ
ン
ビ
ニ
へ
の
設
置
を
目
指

し
、
至
急
検
討
す
る
。

伊
賀
の
救
急
輪
番
制
を
中
止
し
、

名
張
は
名
張
、
伊
賀
は
伊
賀
で

救
急
体
制
を
構
築
す
べ
き
と
考

え
る
。
将
来
両
市
の
市
立
病
院

を
統
合
し
て
一
つ
の
総
合
病
院

に
す
る
の
が
現
実
的
で
は
な
い

か
。

救
急
体
制
は
伊
賀
地
域
全
体
で

考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
両

市
共
に
体
制
を
整
え
な
い
と
市

単
独
で
の
救
急
体
制
の
構
築
は

で
き
な
い
と
考
え
る
。
将
来
的

に
は
地
方
公
立
病
院
の
統
合
に

対
す
る
国
の
補
助
を
活
用
し
て
、

名
張
と
伊
賀
の
中
間
に
４
０
０

床
程
度
の
中
核
病
院
を
建
設
し
、

救
急
医
療
に
対
応
し
た
い
。

４
月
の
市
長
選
挙
や
８
月
の
市

議
会
議
員
選
挙
を
４
月
の
同
日

に
実
施
す
る
こ
と
で
経
費
の
削

減
、
投
票
率
増
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
。
議
員
は
非
常
勤
の

特
別
職
公
務
員
と
い
う
立
場
で

あ
る
。
県
下
14
市
の
経
済
規
模

な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
、

当
市
の
議
員
報
酬
は
高
額
で
あ

り
、
削
減
の
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
。

選
挙
費
用
に
つ
い
て
は
、
市
長

選
挙
２
３
５
０
万
円
、
市
議
会

議
員
選
挙
４
１
４
０
万
円
の
予

算
措
置
を
と
っ
て
き
た
。
そ
の

他
人
件
費
・
物
件
費
な
ど
約

１
８
５
０
万
円
必
要
と
な
る
が
、

１
０
０
０
万
円
程
度
の
削
減
が

可
能
と
考
え
る
。
議
員
報
酬
に

つ
い
て
は
議
会
と
し
て
方
針
を

決
定
さ
れ
た
の
ち
、
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
に
諮
問
し
、
意
見

を
聞
い
て
か
ら
改
定
の
手
順
と

な
る
。

産
前
産
後
ケ
ア
体
制
は
、
少
子

化
対
策
の
最
優
先
の
課
題
で
あ

り
、
早
急
に
確
立
す
る
必
要
が

あ
る
。
当
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

産
前
産
後
ケ
ア
体
制
を
進
め
る

上
で
、
不
足
と
な
っ
て
い
る
助

産
師
育
成
の
支
援
も
必
要
だ
。

産
前
産
後
ケ
ア
支
援
は
、
今
ま

で
ハ
イ
リ
ス
ク
事
例
へ
の
対
応

は
行
っ
て
い
た
が
、
一
般
の
人

へ
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
今

後
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。
現
在
、
非
常
勤

で
２
人
の
助
産
師
を
配
置
し
て

い
る
。
産
前
産
後
ケ
ア
に
欠
か

せ
な
い
助
産
師
を
増
や
し
て
い

く
よ
う
、
県
へ
要
請
し
て
い
く
。

平
成
26
年
７
月
５
日
、
在
宅
医

療
や
介
護
の
担
い
手
で
あ
る
、

看
護
師
、
相
談
員
、
保
健
師
な

ど
15
の
職
種
か
ら
70
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
た
「
縁
活
カ
フ
ェ
」

の
主
旨
と
当
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
問
う
。
今
回
初
め
て
の

開
催
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の

予
定
は
。

在
宅
医
療
・
介
護
を
受
け
る
人

た
ち
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
「
ま

ち
」、
住
み
慣
れ
た
「
ま
ち
」
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
と

企
画
し
、
人
と
人
と
の
縁
や
顔

の
見
え
る
関
係
づ
く
り
で
、
お

互
い
に
応
援
・
支
援
し
合
え
る

信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
。
参
加
者
の
満
足
度
は

88
％
に
達
し
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
た
め
に
も
な
る
と
の
意
見

が
大
半
で
あ
っ
た
。
次
回
は
11

月
を
予
定
し
て
い
る
。

中
学
校
給
食
を
実
施
し
て
い
な

い
市
は
、
県
内
１４
市
で
名
張
市

の
み
と
な
っ
て
い
る
。
食
育
の

面
か
ら
、
ま
た
中
学
校
は
災
害

時
の
避
難
場
所
と
な
る
の
で
、

自
校
方
式
に
よ
る
中
学
校
給
食

の
実
施
を
望
む
。

今
年
度
中
に
内
部
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
さ
ら
に
平
成
２７

年
度
に
は
、
保
護
者
や
教
育
関

係
者
な
ど
を
加
え
た
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
、
早
期
実
現

を
目
指
す
。

● 

教
育

阪
本 

忠
幸 

議
員

柏　

 

元
三 

議
員

山
下 　
登 
議
員

富
田 

真
由
美 

議
員

豊
岡 

千
代
子 

議
員

田
北 

利
治 

議
員

公
明
党

無
会
派

春
風
会

公
明
党

清
風
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

コ
ン
ビ
ニ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

救
急
体
制
は
市
単
独
で

経
費
や
報
酬
の
削
減

産
前
産
後
ケ
ア
体
制
を

初
の
試
み
縁
活
カ
フ
ェ

中
学
校
給
食
の
実
現
を

Q

Q

Q

Q

Q

Q

設
置
を
目
指
す

伊
賀
地
域
全
体
で
構
築

議
会
の
判
断
で

ニ
ー
ズ
把
握
し
取
組
む

参
加
者
満
足
度
88
％

早
期
実
現
に
取
り
組
む

● 

保
健
・
医
療
・
福
祉

※ AED…自動体外式除細動器（Automated External Defibrillator）
　心臓の状態を自動解析や電気ショックを与えて心臓の働きを戻すことを試みる医療機器。

な
る
。

● 

議
会

さまざまな職種の人が集まって
開催された縁活カフェの様子

A

A

A

A

A

A
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文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

小
中
一
貫
教
育
は
全
国
で
12
％

に
あ
た
る
２
１
１
の
自
治
体
が

導
入
し
て
お
り
、
国
で
は
小
中

一
貫
教
育
を
法
制
化
す
る
方
針

で
準
備
を
進
め
て
い
る
。
約
９

割
が
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
な
ど

の
成
果
が
あ
っ
た
と
回
答
し
て

い
る
。
教
育
の
先
進
都
市
名
張

を
目
指
す
た
め
に
、
小
中
一
貫

教
育
の
実
現
を
望
む
。

小
中
一
貫
教
育
は
、
一
つ
の
教

育
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
非
常
に

有
効
と
考
え
て
い
る
。
新
た
な

４・５
制
も
考
え
ら
れ
９
年
間
を

見
通
し
た
計
画
や
指
導
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
新

し
い
取
組
み
を
展
開
す
る
こ
と

も
可
能
と
な
り
、
更
な
る
学
力

の
向
上
も
期
待
で
き
る
。
前
向

き
に
検
討
し
て
、
平
成
28
年
度

か
ら
始
ま
る
名
張
市
子
ど
も
教

育
ビ
ジ
ョ
ン
の
柱
と
し
て
考
え

方
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

市
税
収
入
は
伸
び
ず
、
地
方
交
付
税
も
大

幅
に
減
額
さ
れ
た
。
市
民
の
景
気
回
復
の

実
感
も
乏
し
い
。
反
面
、
株
式
等
譲
渡
所

得
割
交
付
金
は
１
２
１
８
％
増
加
し
て
お

り
、
株
価
の
上
昇
に
よ
る
利
益
が
あ
っ
た

事
が
う
か
が
え
る
。
富
が
一
部
に
集
中
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
市
政

運
営
は
。

合
併
を
し
た
自
治
体
へ
の
優
遇
措
置
が
延

長
さ
れ
、
名
張
市
は
、
地
方
交
付
税
が
減

額
さ
れ
た
。
市
長
会
で
国
に
対
し
て
意
見

を
言
っ
て
い
く
。

高
齢
化
に
よ
り
、
移
動
が
困
難
な
状
況
が

想
定
さ
れ
、
対
策
が
必
要
。
地
域
、
団
体

の
皆
さ
ん
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
行
っ

て
い
る
が
、
行
政
も
積
極
的
に
取
り
組
む

べ
き
だ
。
高
齢
者
の
見
守
り
や
、
孤
独
を

感
じ
な
い
取
組
み
と
し
て
地
域
や
世
代
に

応
じ
た
移
動
販
売
車
や
宅
配
サ
ー
ビ
ス
、

小
規
模
商
店
、
移
動
支
援
の
対
策
を
求
む
。

買
い
物
弱
者
は
全
国
で
約
６
０
０
万
人
。

名
張
市
で
も
、
買
い
物
弱
者
対
策
は
必
要
、

研
究
検
討
す
る
。

幸
松 
孝
太
郎 

議
員

三
原 

淳
子 

議
員

浦
﨑 
陽
介 
議
員

心
風
会

日
本
共
産
党

無
会
派

小
中
一
貫
教
育
の
実
現

景
気
回
復
の
実
感
な
し

買
い
物
弱
者
対
策

Q

QQ

次
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
柱
に

地
方
の
現
状
を
伝
え
る

研
究
検
討
す
る

A

AQ＆ 質問その他

● 

教
育

▼放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定▼母子及び寡婦福祉法の一部改正に伴う関係条例の整
理に関する条例の制定▼医療費の助成に関する条例の一部改正▼市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正▼市道路線の認
定▼平成２６年度一般会計補正予算（第３号）▼平成２６年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）▼平成２６年度介護保険
特別会計補正予算（第２号）▼平成２５年度住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定▼平成２５年度東山墓園造成事
業特別会計歳入歳出決算の認定▼平成２５年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定▼平成２５年度公共下水道事業特別
会計歳入歳出決算の認定▼平成２５年度病院事業会計決算の認定▼平成２５年度水道事業会計決算の認定▼市長及び副市長の給料
の減額に関する条例の制定▼消防団員等公務災害補償条例の一部改正▼義務教育費国庫負担制度の存続と更なる充実を求める意見
書の提出▼保護者負担の軽減と就学・修学支援に関わる制度の拡充を求める意見書の提出 ▼「教職員定数改善計画」の着実な実施
と教育予算拡充を求める意見書の提出▼防災対策の見直しをはじめとした総合的な学校安全対策の充実を求める意見書の提出▼速
やかな取調べ可視化（取調べの全過程の録音・録画）の実現を推進する意見書の提出

全会一致
議案

①…▼特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定▼家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の制定▼名張市における保育の実施に関する条例の一部改正▼平成２５年度国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定▼平成２５年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定▼平成２５年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

②…▼住民基本台帳カードの利用に関する条例の一部改正
③…▼平成２５年度一般会計歳入歳出決算の認定

豊
岡

◯
◯ ◯
◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯◯◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯◯ ◯◯退
※議長は採決に加わりません。　○は賛成した議員、×は賛成しなかった議員、退は退席した議員

浦
﨑

森
脇

福
田

三
原

阪
本

山
下柏 川

合
富
田
細
矢

永
岡

田
北

常
俊
森
岡

足
立

柳
生

幸
松

会派 無会派 心風会日本共産党 公明党 清風クラブ

×
×

◯ ◯① ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯
××② ◯ ◯ ◯◯ ◯
×

◯◯ ◯◯ ◯◯

議
員
名

◯ ◯

春風会
𠮷
田

③ ××

表決が
分かれた
議案

請願

第362回定例会　審議結果

義務教育費国庫負担制度の存続と更なる充実を求める請願・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・採択
保護者負担の軽減と就学・修学支援に関わる制度の拡充を求める請願・・・・・・・・・・・・・・・・・・採択
「教職員定数改善計画」の着実な実施と教育予算拡充を求める請願・・・・・・・・・・・・・・・・・・・採択
防災対策の見直しをはじめとした総合的な学校安全対策の充実を求める請願・・・・・・・・・・・・・・・採択
速やかな取調べ可視化（取調べの全過程の録音・録画）の実現の推進を求める請願・・・・・・・・・・・・採択

A

A
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名張市議会ホームページアドレス  http://www.city.nabari.lg.jp/gikai/

※監査委員は市長から選任
されました。

議会運営委員会監査委員

永岡　禎

総務企画委員会

教育民生委員会

産業建設委員会

議会広報特別委員会

【ケーブルテレビ生中継】
　全ての本会議 (委員会を除く）がケーブルテレビで生中継で放送
されています。
【インターネット録画配信】
　ケーブルテレビで生中継された番組をインターネットでも録画配
信でご覧いただけます。（放映から約 1週間後の配信）

ご意見・ご要望をお待ちしています
 議会広報特別委員会（議会事務局 63‐7834）

（左から）　森岡 秀之、三原 淳子、柳生 大輔（委員長）
                  福田 博行（副委員長）、川合　滋、細矢 一宏

（左から）　阪本 忠幸、永岡　禎、細矢 一宏（委員長）
                 豊岡 千代子（副委員長）、川合　滋、森岡 秀之、𠮷田 正己　

（左から）　山下　登、吉住 美智子、常俊 朋子（委員長）
                  柳生 大輔（副委員長）、福田 博行、田北 利治

（左から）　柏　元三、浦﨑 陽介、三原 淳子、幸松 孝太郎（委員長）
                  富田 真由美（副委員長）、森脇 和德、足立 淑絵　

（左から）　山下　登、幸松 孝太郎、福田 博行（委員長） 
　　　　　　富田 真由美（副委員長）、田北 利治    　　

 見たいときに見られる「議会中継」           

体制をご紹介します新

12月  4日木

9日火

10日水

11日木

12日金

開会

一般質問

一般質問

一般質問

補正予算

15日月

16日火

17日水

22日月

総務企画委員会

教育民生委員会

産業建設委員会

採決

開会時間は午前10時からです。ぜひ、傍聴にお越しください。

議会の日程　  ※予定を変更する場合があります。12月12月12月
 市議会の旬な情報がてんこ盛り～フェイスブック発信～          
　名張市議会のフェイスブックページでは、議会改革、開かれた議
会に向けて、名張市議会に関する情報を随時掲載しています。
フェイスブックアドレス  https://www.facebook.com/nabarishigikai

新たなメンバーで
親しみやすい紙面づくりに
取り組んでまいります。

産業建設委員会



広告

広告

税に関する絵はがきコンクー
ルの小学生作品展示

　小学6年生の子どもたちが「身近な税金」をテー
マに描いた、絵はがきの作品展です。
▼日時　11月9日日 午前9時30分～午後3時30分
　場所　名張市役所１階ロビー
▼日時　11月10日月～１７日月 午前9時～午後5時
　場所　ハイトピア伊賀（伊賀市上野丸之内）
 伊賀法人会事務局　  24‐5774

「
家
事
家
計
講
習
会
」
　日
時

　11
月
18
日
火 

午
前
10
時
15
分
〜
午
後
零
時
30
分
　場
所

　美
旗
市
民
セ
ン
タ
ー　
参
加
費　
３
５
０
円
（
資
料
代
含
む
）

　
　
※
託
児
あ
り
（
要
予
約
・
３
０
０
円
）　　

 

松
阪
友
の
会
（
下
条
）　

 

０
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０
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３
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乳がん（マンモグラフィ）の
ワンコイン検診のご案内

　40歳以上の女性でマンモグラフィ検診を一度も
受けたことがない人を対象に、ワンコイン（500円）
検診を実施します。この機会にぜひ受診ください。
開催日　平成27年1月24日土
場所　寺田病院（夏見）
定員　約10人（先着順）
申込　12月1日月から19日金までに、電話で
問い合わせ先へ

※申込後、事務局にて調整して時間をお知らします。
 三重乳がん検診ネットワーク

　  059‐231‐6033

11月15日・16日は名張藤堂家邸
と夏見廃寺展示館の入館料が無料

　11月15日土と16日日は、関西2府8県の文化が
息づく関西をアピールする「関西文化の日」。
　市内では、名張藤堂
家邸と夏見廃寺展示館
の入館料が無料となり
ます。この機会にぜひお
越しください。なお、両
施設の開館時間は、午
前9時～午後５時です。
 文化生涯学習室　
　  63‐7892

寒いときは着る!過度の暖房に頼らない
冬の節電対策「ウォームビズ」

　冬の節電は、夏の対策よりも省エネ効果や
二酸化炭素排出量の削減効果が高いと言われ
ています。無理のない範囲で職場や家庭での
節電・省エネにご協力ください。
　なお、市役所では、11月4日から来年3月31
日まで、庁舎内の温度を19度に設定します。
 環境対策室　  63‐7492

11 月 9日～ 15日
秋の全国火災予防運動

もういいかい
火を消すまでは
　まあだだよ
平成26年度全国統一防火標語

　11 月 9日日に、｢消防フェスティバル ｣を
市役所、名張消防署で開催します。多くの消防
体験コーナーを設けますので、ぜひお越しくだ
さい。

 消防本部予防室　  63‐1412

 1. 住宅用火災警報器は設置しましたか？

２.消火器はありますか？

 3. 消防フェスティバル開催！！

　空気が乾燥し、火災が発生しやすくなる 冬
の季節を前に、火災から尊い生命と貴重な 財
産を守るため、アンシンダーからお願いがあ
ります。

　住宅用火災警報器は、万一火災が発生した
場合に、早期に火災を発見することができま
す。実際に市内でも、初期消火、避難などが
行えたことで、大きな被害にならなかった事
例が報告さてれています。大切な家族を守る
ため、住宅用火災警報器を設置しましょう。
また、点検も忘れないでください。

　いざというとき、初期消火に有効なものが
消火器です。住宅用消火器を設置しましょう。
設置されている場合は、消火器の点検もして
ください。
　・耐用年数は過ぎていませんか？
　・錆

さ

びたり腐食したりしていませんか？
　・大きなキズや変形していませんか？
　本体には、製造年月日が表示されています。
寿命はおおむね５年。期限が過ぎたものは、
販売店にリサイクルを依頼してください。

国津の杜
も り

の行事
はぐくみ工房あららぎ   62‐6920

健康体操教室 万代くみ子さんの健康体操
　　　で心身を癒し、身体を引き締めましょう。
日時　11月18日火 午前10時～１１時３０分
参加費　300円　　定員　16人
講師　万代 くみ子さん　
持ち物　屋内用靴、タオル

簿記会計基礎と3級講座 ５回連続講座　
参加者募集

日時　12月7日・21日、平成27年1月11日・25日、2月1日（全て日曜日）
　▼基礎 午前10時30分～午後1時45分　▼３級 午後2時25分～５時40分
場所　勤労者福祉会館（夏見）ほか　　
対象　高校生以上の人　　参加費　11,000円（テキスト代含む）
定員　30人　※先着順。定員に満たない場合は内容変更あり　
申込　１１月１7日月までに、電話で問い合わせ先へ
 名張市母子寡婦福祉会　  090‐7603‐5634（藤原）

2014 年（平成 26年）11月 2日日　8

糸のこ木工芸教室 
　　来年の干支（羊）の置物を作りましょう。
日時　11月21日金 午前9時30分～正午
参加費　1,000円（材料費含む）　定員  6人
講師　長谷川 重

じゅうほう

峰さん　
持ち物　手袋、タオル
　　　　　◇　　◇　　◇　　◇
申込　11月4日火から14日金までに電話で問い合
わせ先へ ※先着順。定員に満たない場合は中止

自分をとりもどす ～ＤＶサバイバー
からのメッセージ～　◎参加無料

　ＤＶ被害からの回復者（サバイバー）の声を集
めたＤＶＤを視聴して、ＤＶについて考えます。
日時　11月20日木 午前10時30分～正午
場所　市民情報交流センター（希央台5）
定員　30人（女性限定）
申込　前日までに、問い合わせ先へ
◎託児あり（3人）。11月13日木までに申込
 ＮＰＯ法人女性と子どものヘルプライン・ＭＩＥ
 090‐9223‐3351（堤）

名
張
の
子
育
て

次
号
予
告




